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■と　き／10月15日（水） 18:30～20:00

■講　師／俳優　市
い ち げ

毛 良
よ し え

枝氏

■テーマ／介護における自然の大切さ

●静岡県出身。文学座附属演劇研究所、俳優小劇場養成所
を経て、ドラマ「冬の華」で1971年デビュー。以降、テレ
ビ・映画・執筆・講演と幅広く活躍。40歳から始めた登山を
趣味とし、キリマンジャロやヒマラヤの山々に登っている。
環境問題にも関心を持ち、1998年度に環境省の環境カウン
セラーに登録され、特定非営利活動法人日本トレッキング
協会の理事も務めている。

　次回のご案内

開  場 17：30
夢のひろば 18：00
講  演 18：30（終了20:00）

●1968年、千葉県生まれ。青山学院大学客
員研究員。元日本テレビ政治部次長兼解説
委員。日本テレビ「news every.」のレギ
ュラー解説の経験あり。
　2021年9月に独立し、政治ジャーナリスト
として活動。これまで、羽田政権から石破
政権まで、16の政権を取材。与野党を問わ
ない幅広い人脈と、わかりやすい解説に定
評がある。

青山 和弘 氏のプロフィール

政治ジャーナリスト　青
あ お や ま

山 和
か ず ひ ろ

弘 氏講　師 ●

9月の講演会は第3水曜日です。

　第6回講演会の講師は、政治ジャ
ーナリストの青山和弘さんです。
　青山さんは、千葉県流山市出身。
東京大学文学部社会心理学科卒業
後、1992年に日本テレビへ入社。
警視庁や首相官邸を担当。その後、
編成部へ異動し、報道キャスターや
報道デスクを務めました。
　1995年には、米国コロンビア大
学東アジア研究所客員研究員として
勤務。2011年、外報部ワシントン
支局長となり、オバマ大統領、アメ
リカ大統領選挙などを取材。2016
年に国会官邸キャップとなり、森友・
加計学園など、様々な問題を取り扱
いました。
　2021年9月に独立し、政治ジャー
ナリストとしての活動を開始。多く

のテレビ番組出演の他、執筆や講演
活動、青山学院大学客員研究員とし
てもご活躍です。
　政治記者として、足掛け30年。羽
田政権から石破政権まで16の政権に
関わり、日本の政治や外交を直接取
材する中で、永田町や霞が関に与野
党を越えた幅広いネットワークを築
かれています。
　取材したことを大切にしながら、
その経験と認識に基づいて、わが国
に何が必要なのかを冷静に分析。
様々なメディア媒体を通じて、わか
りやすく解説されています。
　今回は、これまでに取材した内容
をもとに、テレビでは話せない政治
の舞台裏をお話しいただけることで
しょう。今から楽しみです！
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中
村
天
風
氏
の
こ
と
は
、
詳
し

く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
積
極
的

思
考
、
心
の
健
康
等
、
よ
り
よ
く

生
き
て
い
く
う
え
で
の
大
事
な
こ

と
を
少
し
知
り
ま
し
た
。
初
め
て

直
に
講
談
に
ふ
れ
、
中
村
天
風
氏

の
こ
と
ま
で
知
れ
て
、
ま
さ
に
、

夢
大
学
の
醍
醐
味
を
感
じ
た
１
日

で
し
た
。　

元
気
と
笑
い
で
、
心
身
の
健
康

佐
世
保
市
南
風
崎
町
　
横
山  

春
美

　
「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
ソ
プ
ラ
ノ

独
唱
と
ピ
ア
ノ
。
ど
こ
か
ら
か
歌

声
が
、
と
思
い
き
や
１
階
席
後
ろ

か
ら
の
登
場
。
粋
な
演
出
で
始
ま

り
、「
浜
辺
の
歌
」
な
ど
、
透
き

通
る
よ
う
な
美
声
を
堪
能
し
た
。

　

古
賀
理
事
長
は
、
挨
拶
で
、
戦

後
80
年
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
地

区
に
ふ
れ
て
、
戦
争
の
な
い
、
起

き
な
い
世
界
を
と
強
調
さ
れ
た
。

最
近
の
一
部
議
員
の
「
安
上
が
り

の
核
」
な
ど
の
論
調
は
、
看
過
し

難
い
。

　

今
回
の
講
演
は
、
神
田
紅
さ

ん
。
大
い
に
元
気
を
も
ら
っ
た
。

　

大
声
を
出
す
こ
と
で
ス
ト
レ
ス

解
消
な
ど
、
テ
ー
マ
の
「
大
声
と

笑
い
で
生
き
る
明
日
へ
の
活
力
」

そ
の
も
の
だ
っ
た
。
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
と
生
の
姿
か
ら
感
じ
る
こ
と

は
、
努
力
家
で
、
パ
ワ
フ
ル
で
、

プ
ラ
ス
思
考
の
多
才
な
講
談
師
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
多
種

多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
。
同
じ
福
岡
に
縁
が
あ
り
、

パ
ワ
フ
ル
に
活
躍
し
た
思
想
家
、

中
村
天
風
氏
に
心
酔
さ
れ
て
い
る

訳
が
わ
か
っ
た
。

　
「
あ
き
ら
め
な
い
強
い
心
」、

「
過
去
を
忘
れ
る
」、「
心
の
元
気
」

な
ど
を
力
説
さ
れ
た
。
今
後
も
元

気
と
笑
い
、
そ
し
て
講
談
の
魅
力

を
振
り
ま
い
て
く
だ
さ
い
。

　
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
て
、

ト
ー
ン
・
ト
ン
・
ト
ン

佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
町
　
松
井  

昭
夫

　

ア
ル
カ
ス
の
大
ホ
ー
ル
が
、
興

奮
の
る
つ
ぼ
と
化
し
た
。

夢
大
学
の
醍
醐
味

佐
世
保
市
大
和
町
　
新
北  

博
美

　

講
談
師
の
神
田
紅
さ
ん
。
実
際

に
講
談
を
見
る
の
は
、
初
め
て
で

し
た
。

　

明
る
く
張
り
の
あ
る
声
で
、
言

葉
も
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、

楽
し
い
話
術
で
、「
明
る
く
楽
し

く
、
わ
か
り
や
す
い
」
を
体
現
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
講
談

と
は
、
敷
居
が
高
い
も
の
だ
と
勝

手
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
と
て

も
親
し
み
や
す
く
感
じ
ま
し
た
。

　

思
い
か
え
せ
ば
、
普
段
大
き
な

声
を
出
す
こ
と
が
な
く
、
久
し
ぶ

り
の
大
声
の
発
声
で
楽
し
か
っ
た

で
す
。
息
を
吐
き
き
ら
な
い
と
、

〝
吐
か
な
い
・
儚
い
〟
命
。
息
を

吐
き
き
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の

分
、
新
鮮
な
空
気
が
多
量
に
入
っ

て
く
る
た
め
、
ま
ず
は
深
呼
吸
。

そ
こ
に
、
前
向
き
な
言
葉
を
大
声

で
、
と
思
い
つ
つ
、
家
に
帰
る

と
、
気
兼
ね
な
く
大
き
な
声
を
出

せ
る
場
所
が
見
当
た
ら
ず
、
と
り

あ
え
ず
は
鏡
に
向
か
っ
て
微
笑
ん

で
、
プ
ラ
ス
の
言
葉
を
口
に
出
し

て
い
ま
す
。

※
締
め
切
り
は
９
月
24
日
㊌
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

■神田紅氏の講演で、この暑さも吹っ
飛び、元気をいただきました。心の元気
が大切なこと、本当によくわかります。
　自分を甘やかしては駄目との言葉が、
心に沁みます。

佐世保市潮見町●永田  光江

■神田紅氏の講演を聴き、とても心が
明るく上昇しました。何か生徒のような
気分になりました。私が大好きな中村
天風先生の言葉も確認でき、積極思考の
気持ちで生活していきたいと思います。
　今日は、とても明るく帰ります。
明日も、前に向かって生きます！

佐世保市陣の内町●井手  孝広

■「夢のひろば」の歌声とピアノ、素敵
でした。
　初めて講談を聴きました。受講生も
参加させていただき、涙が出るほど笑
いました。当日は、楽しい思い出にな
る誕生日となりました。
　これも、させぼ夢大学に長年通って
いるおかげです。ありがとうございま
した。

佐世保市木風町●西  照美

■私は、今回のさせぼ夢大学で、初め
て講談を知りました。受付で、『いざ鎌
倉』の資料を渡され、何かするのだな
と思いましたが、初めての講談はとて
も貴重な経験になりました。
　声を出すとストレス発散になる、拍
手をすると眠気が落ち着く。これらを
実践していきたいと思います。

佐世保市小島町●髙増  香里

■「過去を振り返らず、前を向いて生
きていく」、「あきらめない心」が大事
である。厳しい世の中であるが、とて
もよい刺激になった言葉であった。
　日本で数少ない伝統芸能を、今後も
継承してもらいたい。　

佐世保市潮見町●山田  毅

■素敵な声が、客席の後ろから！ 「夢
のひろば」の演出、すばらしかったで
す。暑さがとぶような、爽やかな気持
ちになりました。
　また、初めて講談を聴き、元気をも
らいました。会場も笑いでいっぱい。
とても楽しかったです。
　過去を振り返らない、明日に向かっ
て、笑顔で日々を過ごす。これらが人
生を楽しく過ごすために、大切なこと
と心から思いました。　

佐世保市大宮町●田中  美禰

■配られた講談の資料を神田紅氏が張
りのある声で、少しずつ読み進める。
会場の私たちは、そのマネをしなが
ら、声を出す。初めは、気恥ずかしか
ったが、周りの声とともに、私の声も
次第に大きくなる。会場が一体となっ
て、快い時間を過ごした。
　その後、実際に神田氏の講談を聴
き、何だか大きな力をもらったような
晴れ晴れとした気持ちで、会場を後に
した。
佐世保市もみじが丘町●山川  芳香

神田　紅 氏



　

講
演
者
の
神
田
紅
氏
は
、
登
壇

す
る
や
否
や
、
ま
ず
は
講
談
を
や

っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
と
言
っ
た
。

『
鉢
の
木
』に
つ
い
て
の
解
説
と
、

そ
の
１
場
面
『
い
ざ
鎌
倉
』
の
台

本
で
、
実
際
に
語
り
を
体
験
す
る

と
い
う
の
だ
。
指
導
法
も
独
特

だ
。
事
前
に
、『
鉢
の
木
よ
り 

い

ざ
鎌
倉
』
の
台
本
が
用
意
さ
れ
て

い
た
。
講
談
に
は
、「
メ
リ
、
ハ

リ
、
ツ
ッ
コ
ミ
、
謡
い
調
子
」
が

あ
る
こ
と
、
発
声
す
る
際
の
ポ
イ

ン
ト
等
の
指
導
が
あ
っ
た
。「
●

の
所
は
声
を
張
り
上
げ
、
突
っ
込

む
と
こ
ろ
。
ド
レ
ミ
で
語
る
と
、

ミ
ラ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ラ
ラ
ミ
ミ

ラ
・
・
」
と
、
強
弱
を
つ
け
た
独

特
の
リ
ズ
ム
で
表
現
。
会
場
が
、

笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
た
。「
笑
っ

て
い
る
場
合
で
は
な
い
で
す

よ
！
」
と
我
々
を
一
気
に
講
談
の

世
界
に
引
き
ず
り
込
ん
だ
。
手
拍

子
を
交
え
、
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が

ら
、
必
死
に
食
ら
い
つ
く
。
最
終

的
に
は
、
●
の
所
だ
け
を
特
に
意

識
し
、
大
声
を
出
し
て
み
た
。
語

り
体
験
を
終
え
た
時
に
は
、
な
ぜ

か
不
思
議
と
満
ち
足
り
た
気
持
ち

に
な
っ
て
い
た
。

　

講
談
の
一
席
は
、「
春
日
局 

家

光
養
育
」。
張
り
扇
を
打
つ
リ
ズ

ム
と
、
流
れ
る
よ
う
な
語
り
口
が

紡
ぎ
出
す
話
芸
の
世
界
を
堪
能
し

た
。「
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
は

元
気
の
源
。
何
時
間
話
し
て
も
、

声
は
枯
れ
な
い
」
と
い
う
と
お
り
、

張
り
が
あ
り
、
明
る
く
艶
の
あ
る

声
、
テ
ン
ポ
の
い
い
語
り
口
に
心

を
打
た
れ
る
。

　

そ
の
夜
、
家
族
が
寝
静
ま
っ
た

こ
と
を
確
認
し
、『
い
ざ
鎌
倉
』の

台
本
を
そ
っ
と
机
上
に
取
り
出
し

た
。

「
積
極
思
考
」
で
、
人
生
明
る
く

楽
し
く
！

佐
世
保
市
原
分
町
　
小
山  

高
直

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
は
、
講

談
に
全
く
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
失
礼
な
が
ら
、
神
田
紅
さ

ん
の
こ
と
も
、
よ
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
き
っ
か
け
と
い
う
の

は
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
人
と
人

と
の
結
び
つ
き
か
ら
、
神
田
紅
さ

ん
の
大
フ
ァ
ン
に
な
る
な
ん
て
。

　

そ
も
そ
も
私
は
、
大
谷
翔
平
選

手
の
大
フ
ァ
ン
で
、
ア
メ
リ
カ
ま

で
試
合
観
戦
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
大
谷
選
手
の
愛
読

書
が
、『
運
命
を
拓
く
・
天
風
瞑

想
録
』。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
哲
学
者
・
実
業
家
の
中
村
天

風
さ
ん
著
の
本
で
す
。
大
谷
選
手

が
メ
ジ
ャ
ー
に
行
く
前
に
熟
読
し
、

深
く
影
響
を
受
け
た
と
い
う
本
で

す
。

　

私
も
、
早
速
そ
の
本
を
購
入

し
、
読
ん
で
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
積
極
思
考
」
の
精
神
が
貫
か
れ

て
い
て
、
驚
き
の
連
続
！

・
心
を
積
極
的
に
す
る
と
、
健
康

も
運
命
も
ど
ん
ど
ん
良
く
な
る
。

・
美
し
い
純
粋
な
心
と
言
葉
で
、

常
に
思
考
を
表
現
す
る
。

・
感
謝
と
歓
喜
の
感
情
を
、
常
に

心
に
も
つ
よ
う
に
努
力
す
る
。

　

そ
の
中
村
天
風
さ
ん
と
、
神
田

紅
さ
ん
が
、
こ
の
講
演
会
で
結
び

つ
い
た
の
で
す
。
福
岡
修
猷
館
高

校
の
先
輩
で
あ
る
中
村
天
風
さ
ん

の
武
勇
伝
を
講
談
に
創
作
さ
れ
た

神
田
紅
さ
ん
。
今
ま
で
の
点
が
、

線
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。
決
し
て

く
じ
け
な
い
、
弱
音
を
吐
か
な

い
、
前
向
き
な
思
考
の
３
人
。
一

躍
、
神
田
紅
さ
ん
の
大
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
「
常
に
明
る
く
楽

し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
生
き
る

喜
び
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
こ
の
講
演
会
に
来
て
い
な

け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
感
動
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
せ
ぼ
夢

大
学
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

人
生
に
笑
顔
の
ス
パ
イ
ス

佐
世
保
市
東
山
町
　
中
溝  

悦
美

　

冒
頭
の
古
賀
理
事
長
の
挨
拶

で
、
猛
暑
の
話
を
６
月
か
ら
繰
り

返
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
も
、
毎
日
気
を
つ
け
て
生
活
し

て
い
る
の
で
、「
そ
う
だ
な
ー
」
と

に
っ
こ
り
う
な
ず
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

さ
て
、
神
田
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ

等
で
は
お
見
受
け
し
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
の
お
姿
は
、
す
ご
い
パ

ワ
フ
ル
。
ま
ず
大
声
で
、
表
情
豊

か
で
明
る
い
。
俳
優
志
願
と
あ
っ

て
、
立
ち
姿
も
美
し
い
。
元
科
学

技
術
庁
参
与
や
日
本
宇
宙
フ
ォ
ー

ラ
ム
理
事
等
の
豊
か
な
経
験
が
、

あ
の
オ
ー
ラ
を
か
も
し
出
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

ま
ず
、
講
演
中
、
明
日
へ
の
活

力
の
話
満
載
で
、
す
っ
か
り
前
向

き
に
な
り
ま
し
た
。
心
身
と
い
う

け
れ
ど
、
心
の
健
康
が
一
番
大

事
。
人
生
誰
も
、
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
あ
き
ら
め
そ
う
に
な
る
が
、

あ
き
ら
め
な
い
、
あ
き
ら
め
な

い
。
自
分
は
で
き
る
、
私
は
運
が

い
い
と
！　

鏡
に
向
か
っ
て
、
毎

日
に
っ
こ
り
、
い
い
女
、
い
い
男

だ
。
笑
顔
っ
て
、
心
の
中
か
ら
出

て
く
る
も
の
な
の
で
、
意
外
と
難

し
い
も
の
で
す
ね
。
笑
え
る
自
分

に
な
る
よ
う
、
毎
日
生
き
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　
『
鉢
の
木
よ
り 

い
ざ
鎌
倉
』

　

さ
て
も
源
左
エ
門
、
そ
の
日
の

い
で
た
ち
‥
‥
‥
。

　

パ
ン　

パ
ン
パ
ン　

拍
手
～
ピ

タ
。
大
声
で
の
初
体
験
、
と
て
も

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

今
後
、
神
田
紅
さ
ん
の
講
談
を

ぜ
ひ
観
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
講
演
を
、

お
友
達
に
話
し
て
お
き
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夢のつづき　令和7年9月1日発行・第三種郵便物認可

※
締
め
切
り
は
９
月
24
日
㊌
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

エネルギー注入！
　これこそ 夢大学！！◆日 時／9月17日㈬　午後6時～6時20分

◆演 目／和太鼓演奏
◆出 演／和太鼓奏者　髙倉 照一
◆出演者紹介
　私こと髙倉照一は、雲仙市を拠点として活動
する、障がい者長崎打楽団「瑞宝太鼓」に所属
しています。その中で、佐世保市在住の私が、「夢
のひろば」で、和太鼓の演奏をさせていただくこ
とになりました。
　「瑞宝太鼓」は、1987年に障がい者の余暇サ
ークルとして始まり、2001年にはプロの集団へ
と進化。日本全国で年間100回を超える公演活
動を行いながら、8か国10回の海外公演も経験
してきました。
　「希望し、努力し、感謝して生きる」のテーマの
もと、和太鼓の演奏を通し、夢や希望をもつこと
の大切さや、挑戦する勇気を発信しています。

◆曲 目
１．しまばらの子守唄（篠笛）
　　‥‥ あいさつ代わりにお聴きください。
２．唄鼓
　　‥‥八丈太鼓と囃子太鼓をモチーフに作調
　　　　しました。
３．KATSUGI（カツギ）
　　‥‥担ぎ桶太鼓で打ち込みます。

夢のひろば

8月 夢のひろば　富永珠未、江口友規子「ソプラノ独唱＆ピアノ」8月 夢のひろば　富永珠未、江口友規子「ソプラノ独唱＆ピアノ」
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／
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６
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／
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７
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９
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★
神
田
紅
さ
ん
、
ご
講
演
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
格
好
か
ら
着
物

へ
の
変
身
。

　

舞
台
の
袖
で
、
出
番
を
待
つ
着

物
姿
の
神
田
紅
さ
ん
。
起
立
の
ま

ま
の
そ
の
姿
は
、
凛
と
し
て
、
講

談
師
と
し
て
の
気
迫
を
感
じ
ま
し

た
。

　

最
初
は
、
気
さ
く
で
、
ど
こ
に

で
も
い
る
普
通
の
方
と
い
う
感
じ

が
し
ま
し
た
。
が
、
い
ざ
着
物
を

着
る
と
、
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
！　

目

つ
き
や
話
し
方
が
、
ガ
ラ
リ
と
変

わ
り
ま
し
た
。

　

地
元
の
福
岡
に
近
い
こ
と
か

ら
、
少
し
足
を
延
ば
し
、
度
々
佐

世
保
へ
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

★
歌
声
と
ピ
ア
ノ
の
音
色
が
、

大
ホ
ー
ル
に
響
き
ま
し
た
！

　
「
マ
イ
ク
な
し
で
、
広
い
会
場

に
声
が
届
く
で
し
ょ
う
か
？
」

そ
う
心
配
さ
れ
る
ソ
プ
ラ
ノ
の

富
永
珠
未
さ
ん
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
に
お
い
て
、
２
階

席
や
３
階
席
の
奥
に
動
い
た
舞
台

担
当
か
ら
、
大
き
な
「
○
」
の
サ

イ
ン
を
も
ら
い
、
ニ
ッ
コ
リ
。
安

心
し
て
、
肉
声
の
歌
を
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

江
口
友
規
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴

奏
も
、
軽
快
な
タ
ッ
チ
で
音
が
繊

細
。
お
二
人
の
息
の
合
っ
た
歌
と

演
奏
は
、
私
た
ち
の
心
に
も
、
大

き
く
響
き
ま
し
た
。

★「
優
先
者
席
」
を
希
望
さ
れ
る

方
へ
！

　
「
体
調
の
関
係
で
、
優
先
者
席

が
よ
い
の
で
す
が
。」

　
「
ト
イ
レ
が
近
い
の
で
、
優
先

者
席
に
座
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。」

　

こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
最
近
、

優
先
者
席
を
希
望
さ
れ
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
「
優
先
者
席
」
と
は
、
１
階
席

の
出
入
り
口
近
く
の
後
部
座
席
を

指
し
て
お
り
、「
優
先
者
席
」
の

受
付
を
通
じ
て
ご
案
内
す
る
席
の

こ
と
で
す
。

　

通
常
、
足
の
不
自
由
な
方
を
対

象
と
し
て
お
り
、
現
在
17
席
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
席
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
譲
り
合
っ
て
お
座

り
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
、
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た

ら
、
ご
案
内
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
優
先
者
席
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

★
来
年
度
の
受
講
生
募
集
に
つ

い
て
、
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

先
月
の
「
夢
の
つ
づ
き
」
に
、

来
年
度
の
「
講
演
会
予
定
日
」
を

掲
載
し
ま
し
た
が
、
ご
覧
い
た
だ

け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
、「
夢
の
つ
づ
き
」
の
紙

面
に
は
、
来
年
度
の
講
師
予
定
や

申
込
み
の
方
法
等
、
順
次
掲
載
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

来
年
度
は
、
会
場
の
関
係
で
、

８
月
末
ま
で
の
８
回
開
催
と
な
り

ま
す
。
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
興

味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
再
び
会

場
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
、
切

に
願
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

佐世保史談会 名誉会長　中
なかしま

島　眞
まさすみ

澄

� 中村  義治　なかむら  よしはる

� 青木  月斗　あおき  げっと

�
中
村  

義
治

 （
一
九
二
二
～
二
〇
一
三
）

事
業
家
・
ス
ー
パ
ー
創
業
者

　

大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）、
佐

賀
県
杵
島
郡
錦
江
村
（
現
杵
島
郡

白
石
町
）
で
中
村
文
六
・
キ
ト
の

二
男
と
し
て
誕
生
。
錦
江
尋
常
高

等
小
学
校
卒
業
、
昭
和
一
四
年

（
一
九
三
九
）、
海
軍
工
廠
見
習
工

卒
。
同
工
廠
工
作
科
予
備
補
習
生

で
終
戦
。
こ
の
時
期
、
池
田
一
か

ら
剣
道
の
指
導
を
受
け
る
。

　

終
戦
後
、
佐
世
保
市
木
場
田
町

で
木
炭
商
を
始
め
、
妻
ス
ナ
子
と

共
に
働
い
た
こ
の
頃
が
、
最
も
苦

難
の
時
期
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
四

年
四
月
、
金
比
良
町
で
「
中
村
食

品
ス
ト
ア
ー
」
を
開
店
し
た
。
同

四
八
年
に
法
人
化
す
る
と
と
も

に
、「（
株
）
中
村
ス
ト
ア
ー
」
に

社
名
を
変
更
し
て
事
業
拡
大
を
進

め
、
県
内
各
地
に
店
舗
を
構
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
四
年
（
一
九
九

二
）、
大
塔
に
本
部
を
お
き
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
エ
レ
ナ
」

を
開
店
。
同
二
三
年
、「（
株
）
エ

レ
ナ
」
と
な
る
。
同
一
三
年
四
月
、

会
長
就
任
、
同
一
八
年
五
月
に
は
、

相
談
役
に
就
任
し
た
。

　

そ
の
間
「（
株
）エ
レ
ナ
」
は
県

内
だ
け
で
な
く
、
佐
賀
県
に
も
進

出
し
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）

現
在
、
六
八
店
舗
に
拡
大
し
、
地

場
企
業
の
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
て
い

る
。「
私
た
ち
は
心
を
満
た
す
笑

顔
で
、
地
域
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
店
舗

を
目
指
し
ま
す
。『
ま
た
来
よ
う

ね
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
お
店
創

り
」
を
会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

い
る
。

　

経
営
に
尽
力
す
る
傍
ら
、「
佐

世
保
剣
道
協
会
」
に
籍
を
置
き
、

人
一
倍
熱
心
な
稽
古
に
励
み
、
昭

和
三
八
年
に
は
七
段
に
昇
段
し
、

や
が
て
理
事
長
と
な
っ
た
。

�
青
木 

月
斗
（
本
名
・
新
護
）

 （
一
八
七
九
～
一
九
四
九
）

俳
人

　

明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）、
大

坂
市
船
場
に
て
誕
生
。
大
坂
薬
学

校
（
現
大
阪
大
学
薬
学
部
）
に
進

む
が
中
退
し
、「
青
木
薬
房
」
を

継
承
。
母
親
の
影
響
で
俳
句
を
始

め
、
後
年
こ
の
家
業
を
廃
し
て
、

俳
句
に
専
念
。
雄
渾
な
書
風
で
も

高
い
評
価
が
あ
る
。

16

中村  義治

青木  月斗

　

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
頃

よ
り
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
投
稿

し
て
、
正
岡
子
規
に
力
量
を
認
め

ら
れ
、
与
謝
蕪
村
の
俳
風
を
学
ん

だ
。
最
初
の
号
は
月
兎
。
同
四
〇

年
、「
月
斗
」
と
改
号
し
た
。

　

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
雑
誌

『
カ
ラ
タ
チ
』
を
、
同
九
年
、
俳
誌

『
同
人
』
を
創
刊
し
、
終
生
主
宰

し
た
。
し
ば
し
ば
佐
世
保
に
来
訪

し
、
俳
句
の
新
興
に
貢
献
。
犬
塚

皆
春
四
兄
弟
、
川
原
田
蒲
公
英
等

を
輩
出
し
、
西
日
本
俳
句
界
の
雄

と
し
て
衆
目
を
集
め
た
。

　

福
田
町
の
山
水
楼
跡
、
母
ヶ
浦
、

弓
張
岳
中
腹
の
白
雲
万
里
荘
跡
な

ど
、
市
内
各
地
に
句
碑
が
残
さ
れ

て
い
る
。

　

福
石
観
音
境
内
に
は

　
「�

竹
の
春 

こ
こ
よ
り
を
が
む 

清

巖
寺
」

　

鵜
戸
越
か
ら
見
た
風
景
の
大
き

さ
が
印
象
深
い

　
「
銀
河
寂
々 

船
大
洋
を 

南
す
」

　

江
迎
町
の
寿
福
寺
境
内
に
は
、

弟
子
山
下
靖
夫
の
戦
死
悼
句
が
あ

る
。

　
「�
龍
天
に
昇
る 

国
た
み 

仰
ぐ
な
り
」

　

辞
世
の
句
は
、

　
「�

臨
終
の 
庭
に
鶯 

鳴
き
に
け
り
」

　

没
し
た
三
月
一
七
日
は
、「
鶯

忌
」
と
呼
ば
れ
る
。

（
敬
称
略
）


